
新潟市精神障がい者の地域生活を考える会運営要領 

 

 （設置） 

第１条 精神障がい者が地域の一員として安心して自分らしい暮らしをすることができる 

  よう、精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム（以下「包括ケアシステム」という。）  

の構築を進めるため、保健・医療・福祉関係者が、互いに連携しながら、支援方策、役割

等を検討し、また、顔が見える関係性を構築しながら、地域づくりに向けた課題などを協

議する場として、新潟市精神障がい者の地域生活を考える会（以下「考える会」という。）

を設置する。 

 

（協議事項） 

第２条 考える会は、地域の課題を共有化した上で、包括ケアシステムの構築に資する内

容について協議を行うものとし、厚生労働省の定める精神障害にも対応した地域包括ケ

アシステムの構築推進事業実施要領に記載されている協議内容の例を参考にする。 

 

（構成） 

第３条 考える会は、次に掲げる者のうちから市長が依頼する委員で構成する。 

（１） 精神科病院の職員 

（２） 相談支援事業所等の職員  

（３） 行政機関の職員 

（４） 当事者 

（５） 家族 

（６） その他市長が必要と認める者 

 

（会長及び副会長） 

第４条 考える会に会長及び副会長を置く。 

２ 会長は、委員の互選によって定める。 

３ 会長は、協議の場を代表し、会務を総理する。 

４ 副会長は、委員のうちから会長が指名する。 

５ 副会長は、会長を補佐し、会長が欠けたとき又は会長に事故あるときは、その職務を代

理する。 

 

（委員の任期） 

第５条 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の

在任期間とする。 

２ 委員の再任は、これを妨げない。 

 

 （会議） 

第６条 考える会の各会議は会長が招集し、全体会において会長は、その議長となる。 

２ 全体会は、包括ケアシステムの構築を進めるための中核的な役割を果たす協議の場と

し、年２回程度開催する。 



３ 会長が特に必要と認めるときは、委員以外の者の出席を求め、その意見又は説明を聴く

ことができる。 

 

（ワーキンググループ） 

第７条 考える会は、地域課題の解決に向けた具体的な取り組みを検討、実施等するため、

必要に応じてワーキンググループを置くことができる。 

２ ワーキンググループに属する委員は、会長が指名し、会長が特に必要と認めるときは、

委員以外の者の出席を求めることができる。 

 

（個人情報の保護） 

第８条 考える会の関係者は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職務を退い

た後も、同様とする。 

 

（庶務） 

第９条 考える会の庶務は、新潟市保健衛生部こころの健康センターにおいて処理する。 

 

（その他） 

第１０条 この要領に定めるもののほか必要な事項は，会長が別に定める。 

 

附 則 

この要領は，令和２年８月１日から施行する。 


